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「子どもと学ぶ防災学習会」に始まり、学校開放、伊都地方小中合同音楽会、修学旅行と校内外の行事が盛りだくさんの１１月も残すところ１週間余り。
来月からはいよいよ１２月、「師走」です。「師走」の語は「昔は年末に僧侶がお経をあげるため、家々を忙しく走り回った」という語源
が知られています。また、「為（し）果（は）つ月」（一年の終わりの月の意）が転じたとか。いずれにしても、恋野小学校では朝から放課
後まで忙しく走り回る先生方だけでなく、４７名の子ども達も、１２月１０日に予定している「校内マラソン大会」に向けて体育の授業だけ
でなく、連日、休憩時間中も運動場を走り、マラソンの練習に励んでいます。目標達成に向けて黙々と練習を積み重ねることで、体と
心が育まれていきます。頑張れ、恋野っ子！
保護者、地域の皆様、マラソン大会当日の支援・応援、さらに本校の学校教育へのご理解、ご協力を引き続きよろしくお願いします。

１ ２ 月 ２日 （月 ）交通指導
３日 （火 ）隅田中学校説明会（６年生）
６日 （金 ）三世代交流の集い （ ５ ・ ６年生 ）
７日 （土 ）共育コミュニティ集会 （６年生）
１ ０日 （火 ）校内マラソン大会 （予備日１２日）
１ ３日 （金 ）校区内清掃 （６年生）
１ ６日 （月 ）交通指導
１ ８日 （水 ）ブッキー号来校
１ ９日 （木 ）避難訓練 （火災発生）
２０日 （木 ）校外学習 （ ３ ・ ４年 ）
２ ３日 （月 ）個人懇談
２ ４日 （火 ）個人懇談
２５ 日 （水 ）冬休み前集会
２ ６日 （木 ）冬季休業開始
２ ７日 （金 ）仕事納め
３ １ 日 （火 ）大晦日

本年度の学校経営の４つの重点目標のうち「地域とともにある学校づ
くり」の具体的な取組の一つとして、本校の学校運営協議会の委員の方
々にご協力いただき、１ １月１日【金】の５・６時間目に「子どもと学ぶ防災学
習会」を実施しました。保護者や地域の方々と子ども達が、防災について
学習することは、その学習した内容が、子どもから親への普及、さらに、地
域住民への波及といった効果が大いに期待できると考えております。そし
て、さらに地域の防災意識の向上、防災力の向上につながることが大い
に期待できます。当日は、橋本市危機管理室の今山氏を講師に迎え、４年
生以上の子どもたちと２ １名の保護者、地域の方々に風水害に関する学
習、防災クイズ、防災グッズづくりに取り組んでいただきました。実施後の
アンケートには「来年度もこの取組を継続して下さい。」等のうれしい感
想を多くいただきました。

防 災 について地域の方々と一緒に学びました 新聞紙を使ってのスリッパづ く り

和歌山県教育委員会では、11月を「きのくに学び月間」として、県民一
人ひとりに「学び」や「教育」の大切さを考えてもらえるように、和歌山
県内の幼稚園（幼保連携型認定こども園を含む。） ・小学校・中学校・義務
教育学校・高等学校・特別支援学校で、授業や学校行事等さまざまな取
組を公開しています。本校では例年１１月上旬に２日間の学校開放の取組
を行っています。本年度は１１月７日（木）・８ 日（金）に実施し、多くのゲスト
ティーチャーの方々に学びの機会を提供してもらい保護者の皆さんだけ
でなく、地域の皆様に子ども達が伸び伸びと楽しく学ぶ様子、頑張りを
見ていただきました。

７日２限 ヘスティア読み聞かせ～１・２年～ ７日２限 キッズサポートスクール～２年～

７日２限 キッズサポートスクール～５年～ ７日４限 スマホ教室～４年・５年・６年～

８日２限 人 権 教 室～４年～ ８日３・４限 柿 体 験 学 習 ～１・２年～

８日３・４限 認知症サポーター養成講座～５・６年～ ８日３限 「命を育む授業」～４年～

１ １月１５日【金】 ・ １６日【土】、６年生の児童７名は、一泊二日の日程で京都
市へ修学旅行に行ってきました。２日とも天候にも恵まれて、紅葉も始っ
た美しい自然景観、歴史的建造物、名所・観光地を素敵なガイドさんの案
内で社会科の勉強もしながら巡り、秋の京都を存分に楽しむことができ
ました。また、旅館での夜は友達と夜遅く （？！）まで話に花が咲き、翌日は
睡眠不足の人もいましたが、小学校時代のよき思い出をいっぱい作るこ
とができました。
今回の修学旅行に出発するにあたり、キーワードの一つにあげた「ワン

チーム」を意識して子どもたちが、一つにまとまって行動することを通じ
て、担任の服部先生、岡本先生、６年生７名の絆を深め、学年の団結力を
より強められました。これを糧に、卒業までの残りの学校生活をより充実
したものにしてくれることを期待しております。

嵐山～渡月橋をバックに～ 二条城

先生も入って旅館での楽しい時間 金閣寺

１０月２８日【月】の５時間目、紀和病院の梅村定司医師を講師にお迎えし
て、６年生を対象に保護者の参観形式で、がん教育が行われました。
がん教育は、生涯のうち、国民の二人に一人がかかると推測される「が

ん」について、子どもたちが健康と命の大切さについて学び、自らの健康
を適切に管理し、「がん」に対する正しい知識を身に付けることを目指し
て４年前から橋本市のすべての小学校において行われています。
当日は、梅村先生から「がん」について専門的な知識を「〇×クイズ」

も交えて教えていただき、続くグループワークでは「みんなの大切な人
ががんにならないためにどうしたらよいですか。」について子どもたち
が、話し合い、発表しました。そして、先生が禁煙、過度のアルコール摂取
の防止、バランスのとれた食事など「がんを防ぐための新１２ヶ条」にまと
め、「あなたの大切な人ががんに
なったら、思いやりの気持ちとコ
ミュニケーションで、その人が「が
ん」と闘う気持ちを支えてあげま
しょう。」とのメッセージで授業を
終えました。授業を受けた子ども
たちからは、「がんの予防や早期
発見ついて正しい知識をもつこ
とができました。 」との感想がた
くさん聞かれました。


